
ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ

人口と世帯（平成30年10月 1日現在）1,669世帯（±0）男2,181人（-6）女2,294人（-1）計4,475人（-7）
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平成30年（2018）

第６０回村民運動会　開催！！

おしらせ（女性の人権ホットライン　他） 13 ～ 18

　９月１７日（月）片品中学校校庭にて、第６０

回村民運動会が盛大に開催されました。

　心配された天候も回復し、村民皆様のご協力に

より白熱した村民運動会となりました。

（撮影：９月１７日）
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おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』

◉ 若いころの思い出
　《夏場は農業を行い、冬場は炭焼きを行っていた。
炭焼きは、予約がどんどん入り焼くのが間に合わな
かったよ。毎週業者の車が、炭でいっぱいにして帰っ
て行ったね。》と、堅司さん。
　《オリンピアスキー場が出来て少ししてから民宿を
始めた。農業の副業として始めたけど、いつの間に
か本格的にやっていたね。グラウンドを造ってから
は、多くのお客さんで賑わい、毎年利用してくれる
お客さんが出来たよ。》と、笑うラクさん。

４８歳・５１歳当時　（昭和６３年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　《毎年利用してくれるお客さんとは、３０年近く付
き合いのある方もいる。親戚みたいな感覚で利用し
てもらっているよ。団体の人数が減ってるから、お
客さんも少なくなってきたね。》と、ラクさん。
　堅司さんは、《お米や野菜を、家族やお客さんに提
供する分だけ作っている。グラウンドが宿から近く、
とても便利だと言ってくれる。多いときには８０人
近く泊まることがあるけど、家族力合わせてがんばっ
ているよ。》と、元気に話してくれました。

利根沼田医師会 休日夜間急患診療所
沼田利根医師会地域医療センター

日曜、祝日、年末年始（12/31～ 1/3）
午前9:45～11:30　午後1:00～ 3:30
※年末年始は午後2:30まで

毎週火・水・木・金曜日
※祝日、年末年始を除く
午後6:45～ 9:30　☎（２４）１１９９口座振替の方は事前に残高確認を！

場 　 　 所
休 日 診 療
診  療  日
診 察 時 間

夜 間 診 療
診  療  日

受 付 時 間

今月の納期は10月31日（水）です！

◆ ◆

◆ ◆

◆ ◆

◆ ◆

村 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後 期 高 齢 保 険 料

第３期

第 4 期

第 3 期

第 3 期

窓   

口   

か   

ら

平
成
30
年
8
月
20 

日 

〜

平
成
30
年
9
月
19
日

お

く

や

み

星野　堅司さん (81)・ラクさん (78)　ご結婚されて５７年　お住まい（花咲）
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必ずチェック最低賃金
使用者も 労働者も
群馬県最低賃金は

平成３０年１０月６日より改正
時間額　　　　　　　　に８０９円

詳しくは、群馬労働局基準部賃金室（☎０２７－８９
６ー４７３７）又は群馬県内の労働基準監督室へお問
い合わせください。
群馬労働局ＵＲＬ： https://jsite.nhlw.go.jp/gunma-roudoukyoku/
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03 広 報 か た し な        H30 . 10

一 般

歳出
4,453,304

単位：千円

100%

総務費
31.3%

民生費
15.1%

衛生費
9.1%

土木費
5.3%

消防費
3.4%

商工費
4.2%

農林
水産業費
7.3%

議会費
1.5%

諸支出
2.0%

公債費
6.4%

教育費
14.3%

歳出款別決算状況

単位：千円

単位：千円

固定資産税

村民税

軽自動車税

村たばこ税
入湯税

特別交付税

普通交付税

村税の推移（過去５年間）

地方交付税の推移（過去５年間）

一般会計
国保会計
簡水会計
介護会計
下水道会計
高齢者会計
合計

※国保会計＝国民健康保険特別会計
※簡水会計＝簡易水道事業特別会計
※介護会計＝介護保険特別会計
※下水道会計＝下水道事業等特別会計
※高齢者会計＝後期高齢者医療特別会計

平成29年度予算決算総括表

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

（単位：千円）

観光施設事業特別会計 （単位：千円）

会計名

項　目 予　算　額 決　算　額

予　算　額 歳　　入　　歳　　出
決　　算　　額

02広 報 か た し な        H30 . 10

会 計 歳入款別決算状況

村税
12.9％

国庫
支出金
9.9％

県支出金
5.5％

地方交付税
40.9％

分担金及び
負担金　0.3％

地方消費税交付金　1.8%
諸収入
1.3％

地方譲与税　1.3％
村債
13.7％

その他
2.3％

歳入
4,710,875

単位：千円

◎財政の健全化比率等報告

1 . 健全化判断比率

２ . 公営企業会計の資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

実質赤字比率

特別会計の名称
観光施設事業特別会計 資金不足はありません。

〃

〃

簡易水道事業特別会計

下水道事業等特別会計

資金不足比率 備　考

（15.00） （20.00） （25.0） （350.0）

ー

ー
ー
ー

ー 1.5 2.8

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

資 金 不 足 比 率

― は、実質赤字額、連結実質赤字額がないことを示す。
（　　）内は、早期健全化基準を示す。
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率 
実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

 ：一般会計の歳入と歳出の差。
 ：特別会計を含めた赤字額。
 ：すべての会計と、加入する組合等が支払った地方債への一
　般会計の※標準財政規模に対する負担割合。
 ：将来にわたって支払うべき地方債の償還金や、職員の退職
　金等の※標準財政規模に対する負担割合。

 ：各会計の赤字額の売上額に対する割合。
　20.0％を超えると経営健全化団体となる。
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（地方財政健全化法）に基づき、
市町村長等は健全化判断比率を算定し、監査委員の審査を経て議会に報告し、
かつ、住民に公表することとされています。
　平成29年度決算に基づく本村の各指標は下記のとおりです。

4,809,828
975,204
103,381
553,718
96,727
59,175

6,598,033

4,710,875
985,630
104,164
547,269
95,716
59,205

6,502,859

4,453,304
922,808
96,378
524,843
92,389
57,831

6,147,553

104,382

94,205

0

54,208

104,326

94,096

0
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災害復旧費
0.0%

2,066,202    1,972,429     1,998,675     1,985,921     1,924,674

568,713    591,647     568,753      606,153 　　 606,824 

100%

繰入金
10.7％

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※ 標準財政規模は普通地方交付税、譲与税、地方税などの合計。
　（臨時財政対策債発行可能額も含む。）
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　９月１７日（月）片中校庭を会場に第６０回片品村民運動
会が、選手役員約１，５００人の参加を得て開催されました。
　当日は、心配された天候も回復し、保育園児の遊戯、小中学
生の演技から始まり区対抗リレーまで、役員のご協力と観客
の皆さんの応援や声援を得て大いに盛り上がりました。　　
　結果は第５区が１５連覇を達成し、玉入れも２０連覇と記
録を伸ばして終了しました。
　関係者のみなさん、早朝より大変お疲れ様でした。

２０１８  尾瀬の郷片品村収穫祭  ～かたしな食・農まつり～
　９月１５日（土）午前９時３０分～午後３時まで道の駅尾瀬かたしなを会
場に、２０１８片品村収穫祭～かたしな食・農まつり～が開催されました。
　例年は「片品村文化センター」をメイン会場に開催しておりましたが、今
年７月２１日（土）に群馬県内で３２番目の道の駅「道の駅尾瀬かたしな」が
グランドオープンしたため、道の駅をメイン会場に開催されました。　
　ステージでは、尾瀬太鼓愛好会の演奏、アルプホルンの演奏、尾瀬を愛し
む会のコーラス、踊組によるダンスの披露や尾瀬の郷親善大使である沢田
知佳氏の LIVE やいづみひな氏の落語など、盛り沢山の内容で行われまし
た。また各ブースでは焼きとうもろこしやきのこ、りんご等の特産物の販売
や花豆パンや焼きまんじゅう等飲食物の販売ブースも大盛況でした。
　また今年度は『片品村収穫祭５周年＆道の駅オープン記念』として開催さ
れ、群馬県桐生市出身のお笑い芸人さん「TEAM　BANANA」がMCとし
て会場を大変盛り上げていただきました。
　雨天の中での開催となってしまいましたが、多くのお客様にご来場いた
だきました。ご協力誠にありがとうございました。
　役員、関係者のみなさん朝早くから大変お疲れ様でした。
　片品村及び片品村振興公社株式会社では今後も村の発展や活性化に寄与
できる企画を実施・検討していきたいと考えておりますので、ご理解・ご
協力をよろしくお願いします。

６０ｍ女子　３０歳代
　　　　　
　

　
６０ｍ男子　４０歳代
　　　　　　

　
１００ｍ女子２０歳未満
　

　　　　　　
１００ｍ男子２０歳未満

　　　　　　　

輪投げリレー

区役員障害物リレー

尾瀬の郷親善大使に
Miyuu（みゆう）さん就任
　片品にゆかりのある方や大好きな方に魅
力を発信していただく、尾瀬の郷親善大使に
Miyuu（みゆう）さんが任命されました。
　Miyuu さんは、エイベックス・マネジメ
ント（株）所属のシンガーソングライターで、
『オゼ・ミュージック・アンバサダー』に就
任し、活躍しています。また、道の駅尾瀬かた
しなグランドオープンイベントにも訪れ、
『夏の思い出』などを披露してくれました。
　今後も親善大使として、若い世代に向けた
尾瀬の魅力、四季を通じた片品村の魅力を発
信していただきたいと思います。

２０１８片品村収穫祭　様子

第６０回片品村民運動会第５区　１５連覇 !!

　優　勝　第５区　２０７点
　準優勝　第３区　１６９点
　第３位　第１区　１４５点
　第４位　第４区　１３８点
　第５位　第８区　１１９点
　第６位　第２区　１１３点
　第７位　第６区　　９８点
　第８位　第７区　　５２点

　　
　　　　　　星野　円佳（１）９秒４９
　　　　　　４０歳代　
　　　　　　萩原美千代（６）９秒８０
　　　　　　５０歳以上
　　　　　　深見　まみ（８）１１秒４０
　　
　　　　　　星野　一忠（５）８秒１７
　　　　　　５０歳代
　　　　　　入澤　茂　（５）８秒６４
　　　　　　６０歳以上
　　　　　　星野　勤　（８）８秒０７
　　
　　　　　　上村　莉子（１）１５秒００
　　　　　　２０歳以上
　　　　　　大竹　桃花（１）１４秒７９

　　　　　　林　　広大（５）１１秒９８
　　　　　　２０歳代
　　　　　　狩野　恭平（４）１１秒４７
　　　　　　３０歳以上
　　　　　　星野　勝一（１）１３秒２０

　　　　　　　第３区

　　　　　　　　　　第２区

総合得点

種目別優勝

タイフーンリレー

デカパン競走

親子三代競走
　

玉入れ　

抽選競走

消防団競走

家族リレー

綱引き

区対抗リレー　
　　　　　　　　　 

２区６区合同チーム

　　　　　　　第８区

第１組　笠原　信一一家（５）
第２組　井上　三郎一家（８）

　　　　第５区　
　　　２０連覇記録更新中 !!

女子
３０歳代　 林　　智恵（５）
４０歳代　 星野　咲織（５）
５０歳以上 入澤身奈子（５）
男子
３０歳代　 戸丸　孝敏（３）
４０歳代　 笠原　映也（５）
５０歳以上 星野　孝俊（５）

　　　　　　第３区

髙橋　卓也一家（１）

　　　　第５区

　　　　　　　女子　第１区
　　　　　　　男子　第３区
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第
５
回
尾
瀬
の
郷
か
た
し
な
秋
の
奏
開
催
!!

　

９
月
７
日（
金
）文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ふ
れ
あ
い
歌

謡
ス
テ
ー
ジ
」Ｆ
Ｍ
公
開
録
音『
第

５
回
尾
瀬
の
郷
か
た
し
な
秋
の

奏
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
倍
率
４
．
７
倍
の

抽
選
で
当
選
し
た
方
が
大
勢
来
場

し
、会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

名
司
会
者
の
徳
田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
進
行
で
、『
大
月
み
や
こ
・
桜

井
く
み
子
・
椎
名
佐
千
子
・
高
山

厳
・
原
田
悠
里
・
杜
こ
の
み
・
森

本
英
世
・
山
本
リ
ン
ダ
』
の
計
８

名
が
歌
声
を
披
露
し
、
会
場
も
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
出
演
者

全
員
に
よ
る
「
青
春
時
代
」
を
合

唱
し
、
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

観
光
協
会
で
は
、
こ
の
秋
の
奏

を
毎
年
行
う
予
定
で
す
の
で
、
ご

応
募
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

（
観
光
協
会
）

古
文
書
研
究
会
、
片
中
の
雲
越
校
長
先
生
を
講
師

に
迎
え
て
公
開
講
座

　

９
月
14
日
、
片
品
中
学
校
の
雲

越
誠
司
校
長
先
生
を
講
師
と
し
て

迎
え
、「
日
本
の
城
あ
れ
こ
れ
」

を
テ
ー
マ
に
特
別
公
開
講
座
を
行

い
ま
し
た
。
片
品
村
文
化
セ
ン

タ
ー
会
議
室
で
、
会
員
以
外
の
方

も
含
め
11
人
が
参
加
。
先
生
は
こ

れ
ま
で
全
国
各
地
の
お
城
（
現
存

す
る
城
、
城
址
）
約
１
，
０
０
０

か
所
を
回
っ
た
と
い
う
、
自
他
と

も
に
認
め
る
お
城
マ
ニ
ア
で
す
。

今
回
は
先
生
が
こ
の
夏
休
み
に
現

地
へ
出
か
け
て
実
地
調
査
さ
れ
た

鳥
取
県
、
島
根
県
、
山
口
県
、
岡

山
県
、
福
井
県
の
城
址
14
か
所
に

つ
い
て
、
自
ら
撮
影
し
た
写
真
を

中
心
に
、
資
料
を
参
照
し
な
が
ら

１
時
間
半
ほ
ど
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
お
茶
を
い
た
だ

き
な
が
ら
質
疑
応
答
と
、
和
や
か

で
知
的
刺
激
に
満
ち
た
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

片
品
村
古
文
書
研
究
会
は
平
成

６
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
毎
月
定

例
会
を
開
き
、
古
文
書
や
歴
史
資

料
を
解
読
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
視
聴
覚

素
材
の
鑑
賞
、
ま
た
村
内
や
近
郊

出演者全員で『青春時代』

の
史
跡
を
実
地
調
査
す
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
趣
味
と
し
て

の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会

員
の
興
味
と
好
奇
心
を
活
動
方
針

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

片
品
村
摺
渕
16　

笠
松
亮

☎（
20
）
７
０
２
３

会
場
内
を
歩
く
、山
本
リ
ン
ダ
さ
ん

大
勢
の
方
々
で
賑
わ
う
会
場

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
『
旅
ラ
ジ
！
』

道
の
駅 

尾
瀬
か
た
し
な 

で
生
放
送
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
19
日
（
水
）
に
道
の
駅
尾

瀬
か
た
し
な
に
お
い
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
第
１
で
放
送
し
て
い
る

『
旅
ラ
ジ
！
』
の
公
開
生
放
送
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
う
中
、
プ
ロ
カ

メ
ラ
マ
ン
の
新
井
幸
人
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
招
き
、
尾
瀬
の
楽
し
み
方

を
紹
介
し
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
、

地
元
農
家
さ
ん
た
ち
か
ら
農
産
物

　

こ
の
た
び
、
片
品
村
で
は
、
平

成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
受
け
第
６
区
が
ワ
ン
タ
ッ
チ

テ
ン
ト
・
盆
踊
り
用
櫓
・
祭
袢
天

等
の
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
事
業
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、

そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を

行
う
た
め
に
自
治
宝
く
じ
の
収
益

金
の
一
部
が
助
成
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

第
６
区
の
活
動
に
積
極
的
に
活

第
６
区
助
成
事
業
で
備
品
購
入

用
さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
や
自
治

意
識
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
村
民
キ
ッ
チ
ン
に
つ
い
て
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
。
村
民
が
一
丸
と

な
っ
て
、
観
光
客
誘
致
や
訪
れ
て

い
た
だ
い
た
お
客
様
へ
の
お
も
て

な
し
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
13
・
19
日
に
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
（
交
通
安
全
協
力
会
共

催
）
で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
利

用
し
て
い
る
「
シ
ニ
ア
カ
ー
（
電

動
カ
ー
ト
）」
の
安
全
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
市
の
カ
ナ
イ
産
業
（
株
）・

ホ
ン
ダ
パ
ワ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

が
講
師
で
来
て
い
た
だ
き
、
運
転

す
る
際
の
注
意
点
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
り
、
駐
車
場
を
道
路

に
見
立
て
て
実
際
に
運
転
を
し
た

り
し
て
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
再

度
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
カ
ー
（
電
動
カ
ー
ト
）
安
全
講
習
会

開
催
！

　

講
習
を
終
え
た
方
に
は
、
修
了

書
を
授
与
さ
れ
、
交
通
安
全
協
力

会
か
ら
は
、
車
な
ど
か
ら
シ
ニ
ア

カ
ー
が
視
認
し
や
す
い
よ
う
に
交

通
安
全
の
旗
を
お
配
り
し
ま
し

た
。

　

当
日
マ
イ
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
き

た
方
に
は
、
さ
っ
そ
く
付
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
見
か
け
た

際
に
は
安
全
に
気
を
遣
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

安全運転を心がけてください。

一
生
懸
命
、
講
習
中
！
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地域おこし協力隊
～　“小さくても輝く村”を目指す新しい力を　～

地 

域おこし
協力隊

　山では色づく木々が見られるようになり、秋の風が感じられる
今日この頃。皆さま如何お過ごしでしょうか？
　この夏から新たに開始した「HOTAKANE BASE」キャンプ場。
団体、個人のお客さまで賑わう武尊根小学校の校庭巡りの風景は、
とても和やかで温かい空気に包まれています。今年のキャンプ場
のクローズは10月末となりますが、NPO法人武尊根BASEで
は、キャンプ事業のさらなる拡充、その他にも森のようちえん事業
やハーブガーデン事業の今後に向けても力を入れております。
　詳しい情報につきましては、NPO 法人武尊根 BASE 
Facebook ページ、またはキャンプ事業に関するホームページ
「yadorigi」をご覧いただけますと幸いです。
　皆さまからのお問い合わせをお待ちしております。

（NPO法人武尊根BASE　笹子）　

【かたしな「農」と「食」のはなし　第六話】　～ともに創ろう！！ふるさと片品～
　片品村に暮らす人が増え、定住へ結び付く環境の整備を地域の皆様と共
に進めるため「片品村移住・定住コーディネーター」の活動をはじめる事
になりました。
　片品村の人口推移の統計データで最も急減しているのが２５～３５歳
の生産年齢人口です。この世代が暮らしやすい地域にすることにより持続
可能な地域づくりにつながるのではないかと考えています。
　その第１歩として、村民の先輩方と「片品村地域おこし研究会」を発足い
たしました。本研究会では、地域の皆様と共に片品の新しい力となる地域
おこし人材の移住・定住を促進するための取り組みを進めていきます。
　そして、８月２６日の第１回研究会に地域政策学の県内の第１人者のお
ひとりである高崎経済大学・名誉教授「大宮登氏」と、ぐんまリノベーショ
ンまちづくりに取り組む群馬県庁の「片山翔平氏」を講師に迎え開催いた
しました。第１回から総勢１５名で活発な意見交換も行え、なんと大宮名
誉教授が研究会の顧問に、片山氏もメンバーになってくださいました。

第
３
区

第
４
区

第
７
区

第
５
区

第
１
区

第
２
区

第
８
区

第
６
区

8　11 3　10

1　　　　4 5　　　6

3　0
第 1区

不戦勝 不戦敗

平成30年度　区対抗野球大会 兼 町内対抗片品村予選大会

4　5

　

８
月
１
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
片

品
中
学
校
校
庭
を
会
場
に
、
第
27
回

区
対
抗
野
球
大
会
兼
平
成
30
年
度
町

内
対
抗
野
球
片
品
予
選
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
第
１
区
と
第
３
区
と
の

対
戦
と
な
り
、
両
区
と
も
に
随
所
に

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
で
、
観
客
を
沸

か
せ
る
場
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
審
判
員
並
び
に
各
区
役
員
、
選
手

の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
大
会
結
果

　
　

 

優　

勝　

 

第
１
区　
　

　
　

 

準
優
勝 　

第
３
区　
　
　
　

　
　

 

第
三
位 　

第
５
区　
　
　
　

　
　

 　

〃　

 　

第
８
区　
　
　
　

　

な
お
、
優
勝
し
た
第
１
区
は
９
月

16
日
か
ら
み
な
か
み
町
月
夜
野
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
野
球
場
で
開
催
さ
れ
た

第
64
回
群
馬
県
町
内
対
抗
野
球
利
根

沼
田
支
部
予
選
会
に
片
品
村
代
表
と

し
て
出
場
し
、
見
事
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

初優勝の第１区のみなさん

第
１
区　

初
優
勝

第
27
回
区
対
抗
野
球
大
会

第
５
回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
・
ト
レ
イ
ル
開
催
!!

　

９
月
22
日（
土
）〜
24
日（
月
）に
か

け
て
、上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
・

ト
レ
イ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
場
村
・
み
な
か
み
町
・
片
品
村

の
３
町
村
を
会
場
に
約
１
，
３
０
０

名
の
選
手
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

片
品
村
で
は
、
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス

キ
ー
場
を
ス
タ
ー
ト
に
川
場
村
を
目

指
す
３
０
ｋ
ｍ
コ
ー
ス
の
選
手
を
見

送
り
、
み
な
か
み
町
か
ら
の
７
０
ｋ

ｍ
・
川
場
村
か
ら
の
１
２
０
ｋ
ｍ

コ
ー
ス
の
選
手
を
休
憩
ポ
イ
ン
ト
の

オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
で
出
迎
え

ま
し
た
。

　

長
距
離
で
過
酷
な
レ
ー
ス
で
し
た

が
、
声
援
を
お
く
る
と
選
手
の
み
な

さ
ん
は
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
手
を

振
っ
て
こ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

23
日
早
朝
か
ら
24
日
朝
方
ま
で
の

長
い
時
間
、
ス
タ
ッ
フ
関
係
者
・
尾

瀬
高
校
生
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し

て
最
後
の
走
者
が
通
行
す
る
ま
で
安

全
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
交
通
指

導
員
の
皆
さ
ま
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。　

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

トレイル 30km30 歳未満の部で入賞した、掛川良さん
（左２番目・尾瀬駐在）と鏑木光さん（右２番目・土出）

トレイル 30km総合の部の入賞者の皆さん。
第４位に星野誉貴さん（右３番目・花咲）

「HOTAKANE BASE」キャンプ場

　９月９日に行った第２回研究会では、１級建築士の小阿瀬直さん
（SNARK Inc.）を講師にお迎えし「農古民家リノベーションワーク
ショップ①」を開催いたしました。村民の方を中心に県内外の方１２
名が集まり、尾瀬の仕事をきっかけに片品村に移住してきた女性も
いらっしゃいました。その意見は１つ１つ説得力があり移住者であ
る私も共感いたしました。
　研究会を通じて村内外の人がいろんな形で地域おこしに関わり、
私たちの「ふるさと片品」を共に創っていく人を増やしていきたいと
考えています。そのため、地域おこし研究会は今後も子育て環境整備
など片品の暮らしに関わるテーマで地域おこしの和を広げていけれ
ばと思いますので、興味ある皆様ぜひご参加ください！

（文・中村茉由／写真・六本木ユウジ）

　片品村は豊かな自然の中で「農」が根づき、そこでつくられる農産物を中心に「食」があり、地域の暮らしがあ
ります。その「農」と「食」を軸にして皆さんと一緒に、農山村らしい持続的な暮らしの価値を見直し、次世代に伝
えるきっかけづくりをしたいと考えています。

農古民家リノベーション
ワークショップの様子
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教育・生涯学習

広 報 か た し な        H30 . 10

教育・生涯学習

11 広 報 か た し な        H30 . 10

広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
三
十
年
九
月
俳
句
会

教育委員会 11月の諸行事

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

☆生涯学習・社会体育関係
・片品村芸能発表会
・片品村総合産業文化展
　　　　　　　　　　
・第 11回尾瀬文学賞俳句大会表彰式
　　　　　  　
・県民体育大会 

☆学校関係
・利根郡小中学校音楽祭（利根沼田文化会館）
（お弁当の日）

◇片小 
・避難訓練（火災） 
・授業参観・懇談会
・第２回学校保健委員会
　授業参観日には、PTA教養部主催の教育講
演会を開催いたします。多くの保護者の方々
のご来校をお願いいたします。

◇片中
・中高環境講座
・三者相談 
・期末テスト
　13 日～ 22 日まで三者相談でお世話にな
ります。学校生活の向上や進路目標の実現に
向けて、充実した時間にしたいと思いますの
で、保護者の皆様にはご協力の程、よろしくお
願いいたします。

少
年
の
主
張
利
根
沼
田
大
会

　
平
成
30
年
度
少
年
の
主
張
利

根
沼
田
地
区
大
会
が
８
月
25
日

（
土
）
に
昭
和
村
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
管
内
中
学
校
か
ら
の

代
表
者
16
名
が
、
社
会
に
向
け

て
の
意
見
、
家
族
へ
の
思
い
や

自
分
の
思
い
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。
片
品
中
か
ら
は
３
年
生

の
千
明
瞳
澄
さ
ん
が
出
場
し
、

「『
あ
り
が
と
う
』
の
大
切
さ
」

と
い
う
演
題
で
発
表
し
、
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー  11 月

　八ヶ岳南麓の「朝ごはん屋・おはようございます」はカマ
ド炊きごはん、炭火・七輪の焼き魚、卵の和定食と、トース
トセットの洋定食、甲斐駒ヶ岳をながめる景色が売り物。　
　何でもおいしいって食べられる自分がすきだなあ。

月 火 水 木 金 土日朝ごはん

著　川上　健一

※午後１時３０分～５時３０分開室
※日曜、祝日　　　はお休みです。
※10月 27日（土）　読書会
※11月 10日（土）　絵本の朗読と
　おはなし

　
　
　
　
　
須
賀
川
　
大
竹
　
久
代

豊
作
の
稲
田
の
匂
ふ
黄
金
波

稲
の
穂
に
羽
伏
せ
い
こ
ふ
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
大
竹
　
沙
　

新
し
き
塔
婆
を
立
て
て
魂
送
り

帰
省
子
と
並
び
語
ら
ふ
星
月
夜

　
　
　
　
　
摺
　
渕
　
木
村
　
佳
江

身
に
沁
む
や
尻
尾
切
ら
れ
し
瑠
璃
蜥
蝪

天
翔
る
群
れ
は
燕
か
白
露
今
日

　
　
　
　
　
東
小
川
　
千
明
ヒ
ロ
子

野
分
け
去
り
雫
し
た
た
る
青
り
ん
ご

な
で
し
こ
の
花
の
晴
れ
着
や
は
る
か
な

日　
　
　
　
　
幡
　
谷
　
千
明
　
政
夫

嵐
果
て
野
菜
の
手
入
れ
余
念
な
く

モ
ロ
コ
シ
を
狙
ふ
イ
タ
チ
と
知
恵
競
べ

　
　
　
　
　
築
　
地
　
千
明
　
治
光

吊
り
橋
を
渡
る
親
子
の
夏
帽
子

宿
題
も
終
え
て
二
学
期
始
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
戸
丸
と
し
子

猛
暑
越
え
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
父
白
寿

満
席
の
低
公
害
車
尾
瀬
の
夏

　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
戸
丸
　
富
子

秋
雨
に
テ
ン
ト
で
は
し
や
ぐ
子
の
仲
間

農
の
指
太
く
曲
が
り
て
秋
来
た
り

片品中３年生  千明瞳澄さん

　
第
23
回
か
た
し
な
音
楽
祭

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
▼
場
所

　
　
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　　
▼
期
日
　
11
月
10
日
（
土
）

　
▼
入
場
料
　
無
料

　
▼
内
容

　
　
ピ
ア
ノ
・
バ
ン
ド
の
発

　
　
表
会

　
ご
家
族
・
ご
近
所
・
お
友

達
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
23
回
か
た
し
な
音
楽
祭

開
催
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
萩
原
キ
ヨ
子

朝
に
見
て
夕
に
は
ら
り
と
散
る
木
槿

片
品
は
被
害
の
あ
ら
ず
稲
穂
波

　
　
　
　
　
須
賀
川
　
星
野
志
ず
子

夏
の
風
ほ
の
か
な
香
り
懐
へ

幼
子
の
軽
き
足
音
夏
座
敷

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
星
野
　
光
子

懸
命
に
生
き
来
し
昭
和
吾
亦
紅

思
ひ
出
を
語
る
供
養
や
萩
の
寺

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
星
野
　
康
一

猛
暑
日
や
手
水
冷
た
き
尾
瀬
の
郷

老
鶯
や
庭
の
木
陰
に
来
て
鳴
け
り

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
松
井
亜
作
枝

高
原
の
老
ひ
の
ゴ
ル
フ
や
群
れ
と
ん
ぼ

柵
越
へ
て
寝
そ
べ
る
も
あ
り
大
糸
瓜

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
吉
野
　
道
子

咲
き
終
え
し
労
ら
ふ
今
日
の
雨

鶺
鴒
の
雨
の
中
ゆ
く
薄
明
り

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
渡
辺
　
和
昭

郭
公
や
仄
か
に
匂
ふ
水
芭
蕉

野
に
出
れ
ば
水
母
め
き
た
る
雲
浮
か
び

2 日（金）

 2 日（金）～ 3日（土）

3日（土）
4日（日）

7日（水）

12日（月）
20日（火）･21日（水）

 29 日（木）

6日（火）
13日（火）～ 22日（木）
27日（火）･28日（水）

元NHKエグゼクティブアナウンサー
村上信夫さん講演会

「嬉しいことばが子育てを変える」
～絵本の朗読とおはなし～

　１１月１０日（土）にNHKラジオの「声」として活躍した村
上信夫さんを講師としてお招きし、「嬉しいことばが子育てを
変える」と題して講演会を行います。
　演題に「子育て」と入っていますが、子育て中の方だけでな
く、１０代、２０代の若い方々、またお孫さんと関わる世代の
方々にも幅広くご来場いただきたいと思います。少子化が進
む現代、子育ては家庭や学校だけでなく、地域ぐるみで関わる
ことが重要となってきました。
　また、人との関わりあいも言葉を通して行われます。村上信
夫さんから「嬉しいことば」について学んでみてはいかがで
しょうか。
　みなさんのご来場をお待ちしております。

▼場　所　おぜじどうかん図書室
▼時　間　開場　午後１時 30分～　開演　午後２時～
▼入場料　無料

（教育委員会）
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おしらせ

広 報 か た し な        H30 . 10

おしらせ

13 広 報 か た し な        H30 .10

９
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
９
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で

の
９
日
間
、
第
５
回
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
改
正
、
29
年
度
決
算
、

30
年
度
補
正
予
算
な
ど
重
要
な
案

件
が
審
議
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
議
決
（
認
定
）
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

○
片
品
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
も

の◎
決
算
の
認
定

　

平
成
29
年
度
各
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
の
概
要
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
及
び

５
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
補
正

予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
１
５
６
万
８
千

円
が
減
額
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が

４
１
億
５
千
８
２
２
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
繰
越
金
の
増
額
、
繰

入
金
及
び
村
債
な
ど
が
減
額
さ
れ

ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
総
務
費
、
農
林
水
産
業
費
の

増
額
、
土
木
費
及
び
消
防
費
が
減

額
さ
れ
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
千
２
９
９
万
４

千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の
総
額

が
８
億
４
千
２
２
４
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
保
険
給
付
費
等
交
付
金
及
び

前
年
度
繰
越
金
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
、

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
、
療

養
給
付
費
交
付
金
償
還
金
及
び
予

備
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
７
８
万
６
千
円

が
追
加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が
９

千
４
０
８
万
６
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
繰

越
金
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
施
設
費
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
千
４
４
３
万
７

千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の
総
額

が
６
億
１
千
５
７
５
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
繰
越
金
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
諸
支
出
金
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。

○
下
水
道
事
業
等
特
別
会
計
（
第

２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
３
２
万
７
千
円

が
追
加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が
、

９
千
７
７
４
万
７
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
繰

越
金
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
施
設
費
及

び
建
設
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
８
７
万
３
千
円
が

追
加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が
６
千

４
７
５
万
１
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
繰

越
金
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
予
備
費
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

◎
報
告

○
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
に

つ
い
て

○
片
品
村
振
興
公
社
（
株
）
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

老後の備えは農業者年金で安心！
農業者なら
誰でもいつでも加入国民年金第
１号被保険者で年間６０日以上
農業に従事する６０歳未満の方
が加入できます。（保険料免除者
を除く）

保険料は自由に選択
月額２万円から６万７千円まで
の間で、千円単位で自由に選べ
ます。

税制上の優遇
納付した保険料は全額、所得税
の社会保険料控除の対象となり
ます。（民間の個人年金の控除額
は上限５万円です。）

少子高齢化時代に強い年金
将来の年金受給に必要な原資を
あらかじめ自分で積み立てる方
式ですので、将来の年金加入者
には影響されません。

８０歳まで保証の終身年金
もし８０歳までに亡くなることが
あっても、８０歳までに受け取れ
るはずの年金を、死亡一時金とし
て遺族の方が受給できます。

担い手には保険料助成
認定農業者など、一定の条件を
満たせば、国からの助成が受け
られます。

加入申し込み、相談はＪＡまたはお近くの
農業委員・農業委員会事務局へ・・・

「＃８０００・小児救急電話相談」を
ご利用ください
　子どもが急病で医療機関にかかるべきかどうかの判断に
迷ったときに、看護師などの専門相談員が、受診の必要性
や家庭での対処方法などをアドバイスします。
▼相談日・時間　月～土曜日…午後６時～翌朝８時
　　　　　　　　日曜日、祝日…午前８時～翌朝８時
▼相談方法　電話（短縮番号＃８０００）
▼相談体制　保健師または看護師が常時対応
▼その他
・病気の診断や治療をするものではなく、助言によって保護
者の判断の参考としていただくものです。
・激痛がある、意識がないなど、明らかに緊急を要する場合
には１１９番をご利用ください。
・医療機関を知りたい場合は、直接各地域の消防本部のテレ
ホンサービスへおかけください。
・休日や夜間の急病で受診したいときは、在宅当番医や県内
９カ所に設置されている休日夜間急患センターを利用しま
しょう。
▼問い合わせ先　県庁医務課　
☎ ０２７（２２６）２５３４
FAX０２７（２２３）０５３１

全国一斉
「女性の人権ホットライン強化週間」
について
　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、来
る１１月１２日（月）から１８日（日）までの
１週間を「女性の人権ホットライン強化週間」
として、夫・パートナーからの暴力やストーカー
など、女性の人権に関する相談・悩み事につい
ての電話相談窓口の受付時間を延長します。

　｠「女性の人権ホットライン」専用電話番号は
　　　全国共通　０５７０（０７０）８１０
｠
＊ＩＰ電話からは接続できません。
○強化週間中の受付時間は、月曜日から金曜日
までは午前８時３０分から午後７時まで、土曜
日・日曜日は午前１０時から午後５時まで。
※通常の受付時間は、平日の午前８時３０分か
ら午後５時１５分までです。
○対応は法務局職員と人権擁護委員が当たり、
秘密は固く守ります。｠

▼問い合わせ先　前橋地方法務局人権擁護課
☎０２７（２２１）４４６６
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尾瀬の郷親善大使『沢田知佳』
花咲の湯　湯けむりコンサート開催！！
▼日時　：　１１月２３日（金・祝）
　　　　　　午後１時開場　１時３０分開演

▼会場　：　花咲の湯イベントホール（片品村花咲1113）

▼料金　：　前売り１，５００円（当日１，８００円）
　　　　　　　～　素敵なプレゼント付　～

▼飲食・持込み　自由　

▼申込み・問い合わせ先
Chaa-mu Music office 高橋　
☎０９０（２７６７）２２７６

古着の引き取りについて

　１１月１４日（水）消費生活展の場において、
古着の引き取りを行います。
　古着は回収された後、国内外において再利用
（リユース）したり、ウエスや繊維素材原料とし
て再資源化するため、可燃ごみの量を減らすこ
とができます。
　サイズが合わなくなった等により着ることが
なくなった衣類の処分をお考えの方は、この機
会を是非ご利用ください。
　また、持ち込み方法、引き取り可能な衣類の
選別については、回覧板に添付しますチラシを
ご覧になるか、農林建設課までご相談ください。
｠
▼問い合わせ先
農林建設課　☎（５８）２１１４

第４次尾瀬ブランド候補商品募集 !!
村の地場産品を活用して地域を豊かに !!

尾瀬ブランドとは？
　尾瀬の郷・片品村の人と自然が育んだ優れた商品を広くアピールし消費を促すために行っている制度で、ブラ
ンド品として認定されると、３年間、専用のパンフレットやインターネットを通じて積極的に宣伝し、さらに、
物産展などの商品として優先的に活用いたします。また、パッケージについて専門家の助言が必要な場合、専門
家を紹介することもできます。（実費）

第３次尾瀬ブランド認定品（一例）

応募については？

○加工食品
・村内で生産又は加工されたもの、あるいは、主たる原材料又はその商品を特色付ける原材料が村内で生産され
たもの　　　　　　　  
 ・食品衛生関係の法令などに違反していないもの
○工芸民芸品
・村内で生産されたもの
※加工食品・工芸民芸品ともに、継続して生産及び販売ができるものが対象ですが、季節限定商品の場合はその
限りではありません。

◎応募可能個数･･･　１事業者　５品まで
◎申請手数料　･･･　１品につき　１,０００円
　　　　　　　　　　（認定後、認定料として１品４,０００円（２品目以降は２,０００円）をお願いします。）
◎応募方法　　･･･　応募書類をお送りいたしますので、必要事項を記入のうえ、１０月１９日（金）までに提
　　　　　　　　　  出してください。

▼問い合わせ先　むらづくり観光課（尾瀬ブランド委員会事務局）　☎（５８）２１１２

沼田税務署からのお知らせ
記帳説明会のご案内
　事業所得、農業所得、不動産所得及び山林所得を有する全ての方は、記帳・帳簿等の保存が必要となっております。
※白色申告の方も含みます。 
　このため税務署では、下記日程で記帳・記録保存義務の内容や具体的な記帳の仕方、青色申告の概要や特典等及
びマイナンバー制度の概要等について説明会を開催いたしますので、この機会にぜひご出席ください。
　なお、説明会で使用する資料は当日、会場で配布します。

※ 都合により指定された会場（日時）に出席できない場合は、他の会場（日時）に出席することができます。
※上記の会場では年末調整説明会に引き続き、消費税の軽減税率制度等の説明会も併せて開催しておりますので、
是非ご参加下さい。
〇沼田税務署では来署して窓口相談される方について事前に電話予約をお願いしています。待ち時間も少なくなり
専門の担当者がご予約いただいた内容に合わせて準備をさせていただきます。行政の効率化に努めていますので、
ご理解とご協力をお願いします。

平成３０年分　年末調整説明会のお知らせ
　沼田税務署では、給与所得者に係る年末調整説明会を下記の日程で開催しますので、ご案内申し上げます。
　なお、説明会では「年末調整のしかた」や「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」等のパンフ
レットを使用しますので、出席の際はお持ちください。ご不明の点につきましては、下記までお気軽にお問い合わせ
ください。

開催日
１１月７日（水）
１１月８日（木）
１１月８日（木）

開催時間
午後１時３０分～３時
午前１０時～正午
午後１時３０分～３時

対象者
農業所得を有する人
事業所得を有する人
不動産所得を有する人

利根沼田振興局
１階１０１会議室

沼田市薄根町４４１２

開催会場

開催日 開催時間 対象となる方

昭和村公民館多目的ホ－ル
昭和村大字糸井４０５－１

開催会場

11月19日（月）

11月20日（火） 午後１時～３時

午後１時～３時

片品村役場２階研修室
片品村大字鎌田３９６７－３

沼田市（利根町以外）・昭和村
川場村の源泉徴収義務者
沼田市利根町・
片品村の源泉徴収義務者

▼問い合わせ先　沼田税務署 ☎（２２）２１３１（代表）
※自動応答音声による案内がございますので、「２」番を選択してください。

『仕事休もっ化計画』
１０月は「年次有給休暇取得促進期間」です

～事業主（使用者）の皆様へ、年次有給休暇の計画的
付与制度の導入を検討しましょう～
｠
　事業主（使用者）の皆様へ、来年度の業務計画等の
作成に当たり、従業員の年次有給休暇の取得を十分に
考慮するとともに、年次有給休暇の計画的付与制度の
導入を検討しましょう。
　労働基準法が改正され、平成３１年 4 月より、使用
者は、１０日以上の年次有給休暇が付与される全ての
労働者に対し、毎年５日、時季を指定して有給休暇を
与える必要があります。なお、この時季指定を行わな
ければならない５日間について、計画的付与制度をは
じめ、労働者が取得した年次有給休暇の日数分は時期
指定の必要がなくなります。年次有給休暇の計画的付
与制度の導入を検討しましょう。

知ってる？「ハロトレ説明会」

　県内のハローワークでは、パソコン基礎・医療事
務・介護関係などの知識や技能を習得して就職する
ことをお考えの方に対して、職業訓練（ハロトレ）
の受講をお勧めしています（授業料無料、一部テキ
スト代有料）。
　そのため、職業訓練の受講を希望する方、職業訓
練に興味がある方を対象に、毎月、説明会を開催し
ています。説明会では様々な職業訓練の具体的な授
業内容やスケジュール等を聴くことができます。ぜ
ひ、この機会に説明会へお越しください。

ハロトレ説明会（ハローワーク沼田）の開催日
１０月２３日（火）、１１月２０日（火）、１２月１
８日（火）

▼問い合わせ先
群馬県労働局職業安定部訓練室
☎０２７（８９７）３６１２　　

尾瀬びる漬けとふうきもうじ味噌 切り餅 花まめぱん 大白大豆を使った大粒納豆と味噌
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　国民年金第１号被保険者及び６５歳になるまでの
任意加入被保険者は、ご希望により、定額保険料（平
成３０年度月額１６，３４０円）に加えて、月額４
００円の付加保険料を納めることで、将来受給する
年金額を増やすことができます。
　ただし、付加保険料を納める場合には、定額保険
料を納めることが必要です。
　付加保険料を納めると、将来、老齢基礎年金に加
えて付加年金を受給できます。付加年金額（年額）
の計算式は次のとおりです。

年金額＝２００円×付加保険料を納めた月数

　例えば、２０歳から６０歳までの４０年間、付加
保険料を納めていた場合の付加年金額（年額）は

２００円×４８０月（40年）＝９６，０００円

となり、納付した付加保険料は、２年間付加年金を
受給することで全額返ってくることとなります。

　９月３日に尾瀬じどうかんを利用している児童を対象
に郷土料理づくりを開催しました。お彼岸が近いこともあ
り今回は「おはぎ」を作りました。　
　講師には片品村生活研究グループの方７名をお招きし、
おはぎにまつわる話や作り方など優しく指導していただ
き交流をはかりました。
　子供たちは手がベタベタになりながらも上手に丸めて、
あんこ、きなこ、いぐさの３種類のおはぎを作りました。
　もち米は軟らかめに炊き、炊きあがった釜の中でご飯粒
をかき混ぜるとぼたもち米ができること、擦ったいぐさを
ぼたもち米につける時は、しょうゆをつけるといぐさがつ
きやすくなり、味に深みが出ておいしくなることを教えて
いただきました。子供たちは、「おいしいね。」と頬張りなが
ら食べていました。

食文化の継承　～おはぎづくり教室を開催しました～

冊子「片品村　かあちゃんの郷土料理」紹介

国民年金　「付加保険料」のご案内

食育コーナー

年金だより

　高齢になっても住み慣れた場所で安心して暮らし続けられるように、住民の皆さん
が話し合い、お住まいの地区の困りごとやあったらいいなと日々思っていることを、自
分たちで解決できるようになることを目指しています。
どんなことをするの？
　内容に決まりはありません。地区ごとの自由な発想で元気に暮らすためのキッカケや支え合い
のカタチを見つけて欲しいと思っています。

たとえば…
・ちょっとした困りごとや要望に対応できる仲間や仕組みづくり
・元気に暮らすための活動（体操・お茶会・食事会など）

生活支援コーディネーターを知っていますか？
　この取り組みは、地区ごとの推進役（協議体）
を中心に、住民の皆さんにも積極的に関わって
いただき取り組んでいきます。
　「生活支援コーディネーター」はそのお手伝い
をしてくれる方々です。片品村社会福祉協議会
の千明留理子さん、笠原満里さんです。

　本村では片品村食育推進計画に基づき、郷土
料理の継承事業を進めています。その活動の一
つとして、尾瀬親善大使である賀川一枝さんに
協力いただきながら、住民の方へ取材をさせて
いただき、片品村の郷土料理の掘り起こしを行
い、一冊の本にまとめました。
　この本は、記録に残すことで次世代をはじ
め、あらゆる世代に薄れつつある郷土料理を見
つめ直し、継承することを目的としています。
村内全戸配布をいたします。是非ご覧になって
いただければ幸いです。（保健福祉課）

　なお、国民年金基金に加入している方や免除制度、
学生納付特例制度を利用している方は、付加保険料を
納めることができません。
　付加保険料の納付を希望される方は、役場住民課国
民年金係に申し込みが必要ですので、「印鑑」と「基礎
年金番号」の分かるものをご持参の上、手続きしてく
ださい。
　詳しくは、年金事務所にお問い合わせください。

▼問い合わせ先
渋川年金事務所国民年金課
☎０２７９（２２）１６０７

千明留理子さん（左）、笠原満里さん（右）

せいかつしえんたいせいせいびじぎょう

「み ん な で 支 え 合 う む ら づ く り」
生活支援体制整備事業
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月 火 水 木 金土・日

○いきいきくらぶ○いきいきシル
バー教室

○はつらつ体操教
室

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

30

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

○乳児健診
　受付：午後１時
　～１時３０分

○おかあさん
　みんなあつまれ
　郷土食作り

○いきいきくらぶ
○沼田病院巡回診
療

○ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄ
　講習会

○七転び八起き会 ○消費生活展
○いきいきくらぶ

○いきいきくらぶ

○介護者教室○ぴんしゃん教室 ○七転び八起き会
○いきいきくらぶ

○いきいきくらぶ

　今年はすべての住民の方を対象に開催いたします。お誘い合わせの上お気軽に参加下さい！
　ご家族のため、またご自身のためにも知っていて損をすることはありません。

保健だより 家族の介護教室のお知らせ

ちゃん星野咲々音
ほしの　　ささね

平成２９年１０月１２日生　（父）富広　（母）みづき

（須賀川）

命名について
花が咲くように周囲を明るくしてく
れる存在になってほしいと思いつけ
ました。

将来は・・・
愛嬌のある優しい子

健康増進カレンダー 【11月】

●「スマイルケア食 (しょく )」って？
よく噛んで食べてみよう！
～介護食試食会とお口のケアの話～

講師：
在宅歯科衛生士会　大谷富佐江先生
ヘルシーフード株式会社　
保健福祉課係長（栄養士）　小林由里｠
　
　かんたんに準備できるレトルトやひと工夫ででき
る介護食の紹介をします。
　お口の個別相談も受け付けいたします！ 
▼日　時　：　１１月３０日（金）
　　　　　　　午後１時３０分～３時まで
▼会　場　：　健康管理センター　研修室

●アロマで不調改善♡セルフケアオイル作り
～自分だけのオイルでマッサージ！～
　　　　　　　　　
講師：
ハッピーループオーナーセラピスト
アロマインストラクター　入澤安奈先生
　
　生活にアロマセラピーを取り入れてみませんか。
　認知症予防やリフレッシュに有効なアロマセラピーに
ついても紹介します！
▼日　時　：　１２月１１日（水）
　　　　　　　午後１時３０分～３時まで
▼会　場　：　健康管理センター　研修室

　本村の第４次総合計画・基本構想（２０１６～２０２５年）で「小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ」を将来像
として進めるために、この景観計画に基づき、行政だけではなく、村民、事業者、来訪者など、様々な立場からの連携、協働
関係が求められます。美しい「尾瀬の郷・かたしな」をさらに、つくり、育み、継承し、６つの基本方針を進めるために、それ
ぞれが下記の役割と関係性を持って取り組みます。

景観づくり 片品村景観計画の推進に向けて
景観形成支援の仕組み

■それぞれの役割
○行政の役割
　景観形成に向けた推進体制、仕組みの充実。村民等への意識啓発、知
識の普及。事業を通じた景観づくり。景観活動への支援、情報提供。
○事業者の役割
　景観形成への積極的な協力、参加。事業を通じた景観づくり。
○村民（来訪者を含む）
　景観に対する意識向上。積極的な景観づくりの実施、参加、協力。

▼問い合わせ先
むらづくり観光課　☎（５８）２１１２

ちゃん林　　磨於
はやし　　　　　まお

平成２９年１０月１７日生　（父）雅俊　（母）由香里

（鎌田）

命名について
「磨く、研ぐ」の意味から、一つの物事
に愚直に取り組む姿勢を転じて「物事
に励む」とも表します。

将来は・・・
思いやりのある人
色々な事にチャレンジする人
誰かの支えになれるような人

ちゃん関口　葉友
せきぐち　　　はゆ

平成２９年１０月２５日生　（父）直秀　（母）利江

（東小川）

命名について
自然の中でのんびりとすこやかに
育って欲しいと思い名付けました。

将来は・・・
人の気持ちを思いやれる優しい子、そ
して何事にも挑戦するたくましい子
に育って欲しいと願っています。

ちゃん狩野　颯汰
かの　　　　そうた

平成２９年１０月３０日生　（父）寿行　（母）あづさ

（東小川）

命名について
爽やかな、優しい子になってほしいと
思い、この名前にしました。

将来は・・・
何事にも前向きに挑戦できる人に
なってほしいです。

ちゃん一郷日々生
いちごう　　ひびき

平成２９年１０月３１日生　（父）剛志　（母）恵

（菅沼）

命名について
名前を書く度に、自分の中での意味
や、味わいが変わる様な、そんな名前
をつけたいと思いました。

将来は・・・
生きる事だけ約束してくれれば、それ
以上なんておまけみたいなもの。どん
な事があっても、日々、生きるのだよ。

学校及び保育所の給食についての放射性物質
測定結果のお知らせ
結果は下表のとおりで、今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

※なお、ヨウ素 131 については、半減期が約 8日と短くまた検
出もされませんでしたので表には載せてありません。
※放射性測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予
約の上ご利用ください。 

▼申し込み：１１月２２日まで
▼問い合わせ先　健康管理センター　☎（５８）４０２０
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